
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
・コの字型机配置・4人組グ
ループ学習授業の定着

C B

・授業研究会、全体研修会をこれま
で９回実施し、コの字型机配置・4
人組グループ学習授業の定着が図れ
た。

B

・ICTを活用した授業の充
実
・放課後補習教室の効果的
な活用

C B

・放課後補習教室の登録者一人
一人の出席カードを用意し、参
加予定日を担任が把握し、出席
につなげることができた。

C

・総合的な学習の時間の
テーマに沿った探究学習の
授業の実施

・各学期に全学年で
実施

A A

・３年生は、修学旅行事前学習で
テーマに基づいた探究学習を実施
し、１，２年生は調べる学習コン
クールに作品を出展できた。

C

・補強運動を年間指導計画
に基づいて確実に実施する

・毎時間の授業開始
時５分間を帯活動に
していく A A

・授業開始時５分間は、体力向
上を目的として補強運動が実施
できた。

・週に一度でも外で遊ぶよ
うに促していく

・全校で80％以上に
する

C B

・６月末から９月末までは、熱中症
アラートの影響で、体育や部活動を
含め、外での活動が制限されてし
まった。

B

・４月中に各種目について
授業中に習熟させて５月に
実施する

・今年度は区平均と
し、次年度は６月実
施で都平均を越える 未 B

・今年度は５月初旬に実施したた
め、６月末までに向上した体力が反
映されない点を踏まえ、次年度は実
施時期を６月に実施する。

B

・校内支援会議、特支運営会議
を実施し、テストも含め、個に
応じた支援の共通理解を図り対
応する

・生徒向け学習アン
ケートで、肯定的な
回答を８割以上にす
る

未 A

・テストではルビ振り対応、別室で
受検対応などができた。また、９月
の研修で指導主事を招き、支援の考
え方について学ぶことができた。

B

・4人組グループ学習、コ
の字型机配置を継続し、自
分のペースで学習できる手
立てや資料を用いた授業の
実施

・生徒向け学習アン
ケートで、肯定的な
回答を8割以上にす
る 未 A

・授業研究会、全体研修会をこれま
で９回実施し、誰一人取り残さない
授業実現に向けて、生徒から学ぶこ
とができ、声掛けや資料等の改善が
図れてきている。

A

・支援記録を作成し、隔週
実施の特別支援会議で状況
把握し、登校支援の手立て
を検討する

・不登校生徒の出現
率を４％以下にする
・どこにもつながら
ない生徒の割合を
０％にする A A

・不登校生徒に対し、校内別室指導
を提案し、登校復帰につなげること
ができた。
・毎週1階の支援会議で不登校生徒
の状況を幹部教員が共有し、支援の
在り方を協議できている。
・電話連絡、家庭訪問などを通し
て、週１回以上の家庭とのやり取り
ができている。

A

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・別室で過ごすことで、まずは
学校を居場所として確保できて
いる点は良いと思う。引き続
き、対応をお願いしたい。

○ステップサポー
ター、別室指導支援員
と連携した登校支援

学
力
の
向
上

・４人組で生徒同士で問題解決
をしていく学習は生徒にとって
有効であった。

・ミライシードについて強制的に取
り組ませることが正解とは思わない
が、習慣づけたいのであれば、自主
性に任せては家庭学習は定着しな
い。

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

○個に応じた支援（合
理的配慮）の理解と推
進

・自己を客観視できるツールを
積極的に取り入れ、他者を理解
し受け入れることの大切さを伝
えてほしい。

○ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

・研修会を多く実施し、学ぶ意
欲が高い教員が多いことは評価
できる。引き続き、子供たちの
ために自己研鑽を図ってほし
い。

体
力
の
向
上

・なぜ運動が大切なのかを理解
させるより、体感させていくこ
とが大切だと思う。もっと、外
遊びを促してほしい。

・全国や全都で活躍している生徒が
いる反面、全体としては、他校と比
べて低いと聞いた。それが実施時期
の問題なら見直しをすべきである。

○運動意欲や基礎体力
の向上

○昼休みの外遊びの推
奨

○体力テストの取組の
強化

前年度までの本校の現
状

・江戸川区教育課題実践推進校として研究し、自習のようで自習ではない授業の実現が図れた
・プロラグビーチームのクボタスピアーズの選手を招いたタグラグビー教室を、特別支援学級にお
いて各学期で実施できた

・今年度、教員が半分近く入れ替わったため、4人組・コの字型学習の学習効果を認識している教員が減った
・タグラグビー教室が特別支援学級のみの実施にとどまってしまった

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

令和6年度　江戸川区立二之江中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標

全校：「いま」「ここ」で頑張る生徒を育てる
・健康で心豊かな人　　・自ら学び実行する人　　・協力し合い責任を持つ人
特別支援学級：社会的自立を目指し、人との関わりの中で心豊かな生活を営む力をはぐくむ
・身辺生活の確立と処理　・基礎的学力の定着　・コミュニケーション能力の育成

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

日本一生徒を大事にする学校
「いま」「ここで」頑張れる生徒
指導に迷ったときは、生徒にとってどちらが良いかを基準に判断できる教師

○授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家
庭学習習慣に対しての
学校の組織的対応の実
施・充実

・全国学力調査でAB層
を6割以上にし、平均正
答率を都平均以上にす
る
・区学力調査で、AB層
を7割以上にし、区平均
より10ポイント以上に
する

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

・スマホが生活の一部となり、
読解力が低下している。読み聞
かせも含め、活字に触れる取組
を増やしてほしい。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)



・いじめ防止基本方針を理
解し、全教職員が共通理解
のもと、対応できるように
する

・いじめアンケート
及びいじめに関する
授業を各学期で実施
し、早期対応につな
げる A A

・いじめ対応時には、教職員全員が
内容や対応状況について把握できる
ようにファイル共有を図れた。
・校内支援会議終了後、いじめ対策
会議を年３回は実施し、情報共有を
図り、いじめの未然防止に努めるこ
とができた。

B

・校内の出来事を発信する
・保護者会や土曜授業、道
徳授業地区公開講座の実施

・各学年で担当者を
決め、毎日学校HPを
更新していく
・保護者の学校評価
アンケートの回答率
を80％以上にし、そ
のうち肯定的な意見
を80％以上にする

未 A

・ほぼ毎日、学校の教育活動の様子
について発信することができた。
・学校公開、道徳授業地区公開講座
では、多くの保護者に来校していた
だき、教員と保護者の交流も図るこ
とができた。 B

・コミュニティスクール準
備委員会委員の意見を聞
き、特色あるCSづくりの準
備を進めていく

学校関係者評価でA
の項目が8割以上に
する

未 A

・７月に学校評議員会と二之江中を
愛し育てる会総会を開催することが
でき、意見交換をすることができ
た。 A

・会議等のペーパーレス化
・定時退勤日

・月70時間以内が平
均勤務時間となる教
員を7割以上にする B B

・定時退勤日の意識が定着すること
ができたが、一部で産業医面談をす
る教員がいたため、働き方の見直し
を促していく。

B

・学校が管理すべき財産の
整理整頓

・電子データ中心の
業務に転換し、ファ
イルサーバー内の
フォルダやファイル
の整理整頓を行う

A A

・サーバー内のフォルダを誰もが分
かりやすく整理することができた。
しかし、動画ファイルが容量を圧迫
しているため、定期的に整理してい
く。

・二之江中を愛し育てる会
の標語コンクールの実施
・地域行事へのボランティ
ア参加

・各学期に全学年で
実施
・民舞和太鼓部、吹
奏楽部、ボランティ
ア部等の部活動や生
徒会による地域活動
に積極的に参加する

A A

・標語コンクールを実施し、最優秀
賞の懸垂幕を掲げている。
・民舞和太鼓部、吹奏楽部は地域の
施設のイベントや盆踊りを演奏等で
盛り上げた。またボランティアに積
極的にかかわる生徒が増え、地区運
動会の運営、区主催のボランティア
活動に貢献している。

A

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

○学校（園）ホーム
ページの充実
○学校（園）公開の実
施・充実

・学校への関心が低い保護者に
対し、我が子以外の生徒たちに
も関心がもてるような機会をつ
くり、積極的に学校に足を運ぶ
ように促してほしい。

○教育活動の改善・充
実に向けた学校関係者
評価の実施

・コミュニティスクールとは何
かを理解し、またそれぞれが果
たすべき役割を学校と協議して
何ができるかを確認していきた
い。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

働き方改革プランに基
づく取組の実施

・月７０時間以上の勤務時間と
いう教員がいるとのことなの
で、働き方を改善できるように
してほしい。

○効率的な事務の運用

○自己有用感及び愛校
心を育む取組

・イベントを企画運営し、地域
を盛り上げ、楽しく生きている
大人たちと交流し、学校愛、郷
土愛を育んでほしい。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・いじめの残酷さをもっとしっ
かり理解し、いじめを許さない
気持ちを育む必要がある。

○いじめの未然防止と
発生後の初期対応の迅
速化


